
(57)【要約】

【課題】機器全体のコンパクト化を図り、且つ容易にコ

ンデンサの容量調節ができる。

【解決手段】コア８および巻線９からなるコイル部６と

、このコイル部６の巻線９と時計モジュール１内の受信

回路とを電気的に接続するフレキシブル配線基板７とを

備えたアンテナ装置２において、フレキシブル配線基板

７にレーザ光線によってトリミング可能な上部電極２９

を有するシート状のコンデンサ１７を設けた。従って、

受信回路にコンデンサ１７の取付スペースを設ける必要

がなく、しかもコンデンサ１７がシート状であるから、

腕時計全体のコンパクト化を図ることができる。また、

レーザ光線によってコンデンサ１７の上部電極２９をト

リミングすることにより、コンデンサ１７の容量を可変

させることができるので、個々のコイル部６ごとに同調

周波数にバラツキがあっても、容易にコンデンサ１７の

容量を調節することができる。

【選択図】　　　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
コ ア お よ び 巻 線 か ら な る コ イ ル 部 と 、 こ の コ イ ル 部 の 前 記 巻 線 と 受 信 回 路 と を 電 気 的 に 接
続 す る フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 と を 備 え た ア ン テ ナ 装 置 に お い て 、
前 記 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 に レ ー ザ 光 線 に よ っ て ト リ ミ ン グ 可 能 な 電 極 を 有 す る シ ー ト 状
の コ ン デ ン サ を 設 け た こ と を 特 徴 と す る ア ン テ ナ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 コ ン デ ン サ は 、 半 田 に よ っ て 、 誘 電 体 を 挟 ん で 互 い に 対 向 す る 一 対 の 電 極 を そ れ ぞ れ
前 記 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 の 各 配 線 に 電 気 的 に 接 続 し た 状 態 で 、 前 記 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基
板 に 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ア ン テ ナ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 コ ン デ ン サ は 、 誘 電 体 を 挟 ん で 互 い に 対 向 す る 一 対 の 電 極 の う ち 、 一 方 の 電 極 を 前 記
フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 に 形 成 し た 構 造 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の
ア ン テ ナ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 コ ン デ ン サ は 前 記 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 に お け る 前 記 コ イ ル 部 と 対 応 す る 個 所 に 設 け
ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の ア ン テ ナ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 コ ン デ ン サ は 、 前 記 レ ー ザ 光 線 に よ っ て ト リ ミ ン グ 可 能 な 前 記 電 極 を 複 数 に 分 割 し て
そ れ ぞ れ 前 記 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 の 各 配 線 に 接 続 し た 構 造 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の ア ン テ ナ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 電 子 腕 時 計 や 携 帯 電 話 機 な ど の 電 子 機 器 に 用 い ら れ る ア ン テ ナ 装 置 に 関 す る
。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
例 え ば 、 電 子 腕 時 計 に お い て は 、 標 準 時 刻 の 電 波 を 受 信 し て 時 刻 を 修 正 す る 電 波 時 計 が あ
る 。 こ の 種 の 電 子 腕 時 計 は 、 腕 時 計 ケ ー ス 内 に 時 計 モ ジ ュ ー ル お よ び ア ン テ ナ 装 置 が 収 納
さ れ 、 こ の ア ン テ ナ 装 置 で 標 準 時 刻 の 電 波 を 受 信 し 、 こ の 受 信 し た 標 準 時 刻 情 報 に 基 づ い
て 時 計 モ ジ ュ ー ル が 時 刻 を 修 正 し 、 こ の 修 正 さ れ た 時 刻 を 表 示 す る よ う に 構 成 さ れ て い る
（ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ９ ８ ７ ８ ０ （ Ｐ ２ ０ ０ ２ － ９ ８ ７ ８ ０ Ａ ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の よ う な 電 子 腕 時 計 で は 、 ア ン テ ナ 装 置 が コ ア に 巻 線 を 巻 き 付 け た コ イ ル 部 （ 特 許 文 献
１ で は ア ン テ ナ と い う ） と 受 信 回 路 と か ら な り 、 コ イ ル 部 が 時 計 モ ジ ュ ー ル と 別 に 構 成 さ
れ 、 受 信 回 路 が 時 計 モ ジ ュ ー ル に 組 み 込 ま れ て い る 。
こ の よ う な 電 子 腕 時 計 の ア ン テ ナ 装 置 は 、 個 々 の コ イ ル 部 ご と に 同 調 周 波 数 に バ ラ ツ キ が
あ る た め 、 個 々 の コ イ ル 部 に 応 じ て 電 気 容 量 が 変 え ら れ る 可 変 コ ン デ ン サ を 受 信 回 路 に 設
け た り 、 あ る い は 個 々 の コ イ ル 部 に 応 じ た 電 気 容 量 を 得 る た め に 種 々 の コ ン デ ン サ を 組 み
合 わ せ て 受 信 回 路 に 設 け た り し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 こ の よ う な 電 子 腕 時 計 の ア ン テ ナ 装 置 で は 、 時 計 モ ジ ュ ー ル の 受 信 回 路 に
可 変 コ ン デ ン サ や 種 々 の コ ン デ ン サ を 設 け る た め の 設 置 ス ペ ー ス が 必 要 と な り 、 こ の た め
受 信 回 路 が 大 き く な り 、 こ れ に 伴 っ て 時 計 モ ジ ュ ー ル が 大 型 化 し 、 腕 時 計 全 体 が 大 型 化 す
る と い う 問 題 が あ る 。 特 に 、 可 変 コ ン デ ン サ を 用 い た ア ン テ ナ 装 置 で は 、 可 変 コ ン デ ン サ
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の 構 造 が 複 雑 で 、 コ ン デ ン サ 自 体 が 大 き い た め 、 腕 時 計 全 体 が 大 型 化 し や す い 。 ま た 、 後
者 の よ う に 種 々 の コ ン デ ン サ を 組 み 合 わ せ て 用 い る ア ン テ ナ 装 置 で は 、 複 数 の コ ン デ ン サ
を 組 み 合 わ せ て 電 気 容 量 の 調 節 作 業 を 行 わ な け れ ば な ら な い た め 、 組 み 付 け 作 業 お よ び 調
節 作 業 が 面 倒 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の 発 明 の 課 題 は 、 機 器 全 体 の コ ン パ ク ト 化 を 図 る と 共 に 、 容 易 に コ ン デ ン サ の 容 量 調 節
が で き る よ う に す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 次 の よ う な 構 成 要 素 を 備 え て い る 。
な お 、 各 構 成 要 素 に は 、 後 述 す る 各 実 施 形 態 の 項 で 説 明 さ れ る 各 要 素 に 付 さ れ て い る 図 面
の 参 照 番 号 な ど を 括 弧 と 共 に 付 す 。
請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 図 １ ～ 図 ７ に 示 す よ う に 、 コ ア （ ８ ） お よ び 巻 線 （ ９ ） か ら な
る コ イ ル 部 （ ６ ） と 、 こ の コ イ ル 部 の 前 記 巻 線 と 受 信 回 路 と を 電 気 的 に 接 続 す る フ レ キ シ
ブ ル 配 線 基 板 （ ７ ） と を 備 え た ア ン テ ナ 装 置 に お い て 、 前 記 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 に レ ー
ザ 光 線 に よ っ て ト リ ミ ン グ 可 能 な 電 極 （ 上 部 電 極 ２ ９ 、 ３ ７ ） を 有 す る シ ー ト 状 の コ ン デ
ン サ （ １ ７ 、 ３ ５ ） を 設 け た こ と を 特 徴 と す る ア ン テ ナ 装 置 （ ２ ） で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の 発 明 に よ れ ば 、 コ イ ル 部 の 巻 線 と 受 信 回 路 と を 電 気 的 に 接 続 す る フ レ キ シ ブ ル 配 線 基
板 に シ ー ト 状 の コ ン デ ン サ を 設 け た の で 、 受 信 回 路 に コ ン デ ン サ 用 の 取 付 ス ペ ー ス を 設 け
る 必 要 が な く 、 し か も コ ン デ ン サ が シ ー ト 状 で あ る か ら 、 機 器 全 体 の コ ン パ ク ト 化 を 図 る
こ と が で き る と 共 に 、 レ ー ザ 光 線 に よ っ て コ ン デ ン サ の 電 極 を ト リ ミ ン グ す る こ と に よ り
、 コ ン デ ン サ の 容 量 を 可 変 さ せ る こ と が で き る の で 、 個 々 の コ イ ル 部 ご と に 同 調 周 波 数 に
バ ラ ツ キ が あ っ て も 、 容 易 に コ ン デ ン サ の 容 量 を 調 節 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 図 １ ～ 図 ４ に 示 す よ う に 、 前 記 コ ン デ ン サ （ １ ７ ） が 、 半 田 （
３ １ ） に よ っ て 、 誘 電 体 （ ２ ８ ） を 挟 ん で 互 い に 対 向 す る 一 対 の 電 極 （ 下 部 電 極 ２ ７ 、 上
部 電 極 ２ ９ ） を そ れ ぞ れ 前 記 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 （ ７ ） の 各 配 線 （ 第 １ ～ 第 ３ 配 線 １ ４
～ １ ６ ） に 電 気 的 に 接 続 し た 状 態 で 、 前 記 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 に 固 定 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ア ン テ ナ 装 置 で あ る 。
こ の 発 明 に よ れ ば 、 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 に 対 し て コ ン デ ン サ を 半 田 に よ っ て 電 気 的 に 接
続 す る の と 同 時 に 固 定 す る こ と が で き る の で 、 そ の 取 付 作 業 性 が 良 く 、 し か も コ ン デ ン サ
を フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 に 確 実 に 且 つ 強 固 に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 図 ５ ～ 図 ７ に 示 す よ う に 、 前 記 コ ン デ ン サ （ ３ ５ ） が 、 誘 電 体
（ ２ ８ ） を 挟 ん で 互 い に 対 向 す る 一 対 の 電 極 （ 下 部 電 極 ３ ６ 、 上 部 電 極 ３ ７ ） の う ち 、 一
方 の 電 極 （ 下 部 電 極 ３ ６ ） を 前 記 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 （ ７ ） に 形 成 し た 構 造 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の ア ン テ ナ 装 置 で あ る 。
こ の 発 明 に よ れ ば 、 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 に 直 接 コ ン デ ン サ の 一 方 の 電 極 を 形 成 し て い る
の で 、 コ ン デ ン サ 全 体 を 薄 く 形 成 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 よ り 一 層 、 機 器 全 体 の 小
型 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 図 １ ～ 図 ７ に 示 す よ う に 、 前 記 コ ン デ ン サ （ １ ７ 、 ３ ５ ） が 前
記 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 （ ７ ） に お け る 前 記 コ イ ル 部 （ ６ ） と 対 応 す る 個 所 に 設 け ら れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の ア ン テ ナ 装 置 で あ る 。
こ の 発 明 に よ れ ば 、 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 を 受 信 回 路 に 接 続 す る 際 、 コ ン デ ン サ が 邪 魔 に
な ら ず 、 容 易 に 接 続 す る こ と が で き る と 共 に 、 コ イ ル 部 に よ っ て フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 の
屈 曲 変 形 が 抑 制 さ れ 、 こ れ に よ り フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 の 屈 曲 変 形 に 伴 う コ ン デ ン サ の 破
損 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 図 １ ～ 図 ７ に 示 す よ う に 、 前 記 コ ン デ ン サ （ １ ７ 、 ３ ５ ） が 、
前 記 レ ー ザ 光 線 に よ っ て ト リ ミ ン グ 可 能 な 前 記 電 極 （ 上 部 電 極 ２ ９ 、 ３ ７ ） を 複 数 に 分 割
し て そ れ ぞ れ 前 記 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 （ ７ ） の 各 配 線 （ 第 １ ～ 第 ３ 配 線 １ ４ ～ １ ６ ） に
接 続 し た 構 造 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の ア ン テ ナ 装 置 で あ
る 。
こ の 発 明 に よ れ ば 、 電 極 が 複 数 に 分 割 さ れ て い る こ と に よ り 、 １ つ の コ ン デ ン サ を 複 数 の
コ ン デ ン サ 部 に 分 割 す る こ と が で き 、 こ れ ら 複 数 に 分 割 さ れ た 各 コ ン デ ン サ 部 の 接 続 状 態
を 受 信 回 路 の ス イ ッ チ で 適 宜 切 り 替 え る こ と に よ り 、 分 割 さ れ た 各 コ ン デ ン サ 部 を 適 宜 組
み 合 わ せ る こ と が で き 、 こ れ に よ り コ ン デ ン サ を 交 換 せ ず に 容 量 の 異 な る コ ン デ ン サ を 得
る こ と が で き る と 共 に 、 レ ー ザ 光 線 に よ っ て 複 数 に 分 割 さ れ た 各 電 極 を ト リ ミ ン グ す る こ
と に よ り 、 複 数 に 分 割 さ れ た 各 コ ン デ ン サ 部 の 容 量 を 容 易 に 調 節 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
［ 第 １ 実 施 形 態 ］
以 下 、 図 １ ～ 図 ４ を 参 照 し て 、 こ の 発 明 を 電 子 腕 時 計 に 適 用 し た 第 １ 実 施 形 態 に つ い て 説
明 す る 。
図 １ は こ の 発 明 の 電 子 腕 時 計 に 組 み 込 ま れ る 時 計 モ ジ ュ ー ル お よ び ア ン テ ナ 装 置 を 示 し た
図 、 図 ２ は 図 １ の ア ン テ ナ 装 置 の コ イ ル 部 と フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 を 示 し た 拡 大 図 で あ る
。 こ の 電 子 腕 時 計 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 腕 時 計 ケ ー ス （ 図 示 せ ず ） 内 に 組 み 込 ま れ る 時
計 モ ジ ュ ー ル １ お よ び ア ン テ ナ 装 置 ２ を 備 え て い る 。 時 計 モ ジ ュ ー ル １ は 、 ア ナ ロ グ 機 能
と デ ジ タ ル 機 能 と の う ち 、 少 な く と も 一 方 、 例 え ば こ の 実 施 形 態 で は デ ジ タ ル 機 能 を 備 え
た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
す な わ ち 、 こ の 時 計 モ ジ ュ ー ル １ は 、 ハ ウ ジ ン グ ３ の 前 面 側 （ 図 １ で は 紙 面 の 裏 面 側 ） に
液 晶 表 示 素 子 な ど の 表 示 素 子 （ 図 示 せ ず ） が 設 け ら れ 、 ハ ウ ジ ン グ ３ の 裏 面 側 （ 図 １ で は
紙 面 の 表 面 側 ） に 電 池 ４ が 配 置 さ れ 、 ハ ウ ジ ン グ ３ 内 に 回 路 基 板 （ 図 示 せ ず ） が 配 置 さ れ
、 こ の 回 路 基 板 に 表 示 素 子 お よ び 電 池 ４ が 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 こ の 状 態 で 時 刻 な ど の 情 報
を 表 示 素 子 で 電 気 光 学 的 に 表 示 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 回 路 基 板 に は 、 時
計 機 能 に 必 要 な 電 子 回 路 を 構 成 す る 各 種 の 電 子 部 品 が 搭 載 さ れ て い る と 共 に 、 後 述 す る ア
ン テ ナ 装 置 ２ の 受 信 回 路 （ 図 示 せ ず ） に 必 要 な 各 種 の 電 子 部 品 も 搭 載 さ れ て い る 。 ま た 、
ハ ウ ジ ン グ ３ の 裏 面 （ 図 １ で は 紙 面 の 表 面 ） に は 、 地 板 ５ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ア ン テ ナ 装 置 ２ は 、 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 ア ン テ ナ 本 体 で あ る コ イ ル 部 ６ 、 時 計
モ ジ ュ ー ル １ 内 の 回 路 基 板 に 搭 載 さ れ た 受 信 回 路 、 お よ び コ イ ル 部 ６ と 受 信 回 路 と を 電 気
的 に 接 続 す る フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ７ を 備 え て い る 。 コ イ ル 部 ６ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、
コ ア ８ の 外 周 面 に 巻 線 ９ を 巻 き 付 け て コ イ ル ケ ー ス １ ０ 内 に 収 納 し た 構 造 に な っ て い る 。
こ の 場 合 、 コ ア ８ は 、 磁 性 材 か ら な り 、 角 棒 状 に 形 成 さ れ 、 コ イ ル ケ ー ス １ ０ 内 の ほ ぼ 中
心 に 配 置 さ れ て い る 。 巻 線 ９ は 、 被 覆 さ れ た 銅 線 か ら な り 、 コ ア ８ の 外 周 面 に 多 重 に 巻 き
付 け ら れ 、 そ の 外 形 が コ イ ル ケ ー ス １ ０ 内 に ほ ぼ 内 接 す る 大 き さ に 形 成 さ れ て い る 。 コ イ
ル ケ ー ス １ ０ は 、 合 成 樹 脂 か ら な り 、 下 面 が 開 放 さ れ た 箱 状 に 形 成 さ れ 、 そ の 内 部 に 巻 線
９ が 巻 き 付 け ら れ た コ ア ８ が 下 面 側 か ら 挿 入 さ れ て 収 納 さ れ 、 こ の 状 態 で 充 填 材 １ １ が 充
填 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ７ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 そ の 一 端 部 ７ ａ が コ イ ル 部 ６ 上 の 右 端 部
に 配 置 さ れ て コ イ ル 部 ６ の 巻 線 ９ と 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 他 端 部 ７ ｂ が 時 計 モ ジ ュ ー ル １ 内
に 挿 入 さ れ て 回 路 基 板 と 電 気 的 に 接 続 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 こ の フ レ
キ シ ブ ル 配 線 基 板 ７ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ポ リ イ ミ ド な ど の 絶 縁 性 を 有 す る フ ィ ル ム １
３ の 上 面 に 銅 や ア ル ミ ニ ウ ム な ど の 導 電 性 材 料 か ら な る 第 １ ～ 第 ３ 配 線 １ ４ ～ １ ６ が パ タ
ー ン 形 成 さ れ 、 こ れ ら 第 １ ～ 第 ３ 配 線 １ ４ ～ １ ６ に シ ー ト 状 の コ ン デ ン サ １ ７ が 電 気 的 に
接 続 さ れ 、 こ の 状 態 で シ ー ト 状 の コ ン デ ン サ １ ７ が コ イ ル 部 ６ 上 に 位 置 す る 個 所 の フ ィ ル
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ム １ ３ 上 に 取 り 付 け ら れ た 構 成 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の 場 合 、 フ ィ ル ム １ ３ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 一 端 部 が コ イ ル 部 ６ 上 に お い て そ の 右 端
部 か ら 左 側 に 向 け て 配 置 さ れ 、 そ の 左 端 部 が 時 計 モ ジ ュ ー ル １ 側 （ 図 ２ で は 下 側 ） に 向 け
て ほ ぼ 直 角 に 屈 曲 さ れ て 延 出 さ れ 、 こ の 延 出 さ れ た 他 端 部 が 時 計 モ ジ ュ ー ル １ 内 の 回 路 基
板 上 に 配 置 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の フ ィ ル ム １ ３ の 一 端 部 に は 、 コ イ ル
部 ６ の コ イ ル ケ ー ス １ ０ に 設 け ら れ た 取 付 ボ ス １ ２ が 挿 入 し て 取 り 付 け ら れ る 取 付 孔 １ ３
ａ が 設 け ら れ て お り 、 そ の 他 端 部 に は 、 時 計 モ ジ ュ ー ル １ 内 の 回 路 基 板 に ビ ス 止 め さ れ る
取 付 孔 １ ３ ｂ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の フ ィ ル ム １ ３ に 設 け ら れ た 第 １ ～ 第 ３ 配 線 １ ４ ～ １ ６ の う ち 、 第 １ 配 線 １ ４ は 、 図 ２
に 示 す よ う に 、 そ の 一 端 部 が フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ７ の 一 端 部 ７ ａ に 設 け ら れ た 第 １ 電 極
端 子 １ ８ に 接 続 さ れ 、 中 間 部 が コ ン デ ン サ １ ７ の 搭 載 領 域 に 設 け ら れ た 接 続 電 極 １ ９ に 接
続 さ れ 、 他 端 部 が フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ７ の 他 端 部 ７ ｂ に 設 け ら れ た 第 ２ 電 極 端 子 ２ ０ に
接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 第 ２ 配 線 １ ５ は 、 そ の 一 端 部 が フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ７ の 一 端 部
７ ａ に 設 け ら れ た 第 ３ 電 極 端 子 ２ １ に 接 続 さ れ 、 中 間 部 が コ ン デ ン サ １ ７ の 搭 載 領 域 に 設
け ら れ た 接 続 電 極 ２ ２ に 接 続 さ れ 、 他 端 部 が フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ７ の 他 端 部 ７ ｂ に 設 け
ら れ た 第 ４ 電 極 端 子 ２ ３ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
第 ３ 配 線 １ ６ は 、 一 端 部 が コ ン デ ン サ １ ７ の 搭 載 領 域 に 設 け ら れ た 接 続 電 極 ２ ４ に 接 続 さ
れ 、 他 端 部 が フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ７ の 他 端 部 ７ ｂ に 設 け ら れ た 第 ５ 電 極 端 子 ２ ５ に 接 続
さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ７ の 一 端 部 ７ ａ に 設 け ら れ た 第 １ 、 第 ３ 電
極 端 子 １ ８ 、 ２ １ に は 、 コ イ ル 部 ６ の 巻 線 ９ の 各 端 部 が そ れ ぞ れ 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る
。 ま た 、 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ７ の 他 端 部 ７ ｂ に 設 け ら れ た 第 ２ 、 第 ４ 、 第 ５ 電 極 端 子 ２
０ 、 ２ ３ 、 ２ ５ は 、 時 計 モ ジ ュ ー ル １ 内 の 回 路 基 板 の 各 電 極 端 子 （ 図 示 せ ず ） に そ れ ぞ れ
接 続 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 第 １ ～ 第 ３ 配 線 １ ４ ～ １ ６ の 各 接 続 電 極 １ ９
、 ２ ２ 、 ２ ４ は 、 コ イ ル 部 ６ 上 の 中 央 部 分 に お け る コ ン デ ン サ １ ７ の 搭 載 領 域 に 対 応 す る
個 所 の フ ィ ル ム １ ３ 上 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
コ ン デ ン サ １ ７ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ポ リ イ ミ ド な ど の 絶 縁 性 を 有 す る コ ン デ ン サ 基 板
２ ６ 上 に 薄 膜 金 属 の 下 部 電 極 ２ ７ を 形 成 し 、 こ の 下 部 電 極 ２ ７ 上 に 誘 電 体 ２ ８ を 第 １ 配 線
１ ４ の 接 続 電 極 １ ９ に 対 応 す る 部 分 を 除 い て 設 け 、 こ の 誘 電 体 ２ ８ 上 に 薄 膜 金 属 の 上 部 電
極 ２ ９ を 形 成 し 、 こ の 上 部 電 極 ２ ９ 上 に カ バ ー フ ィ ル ム ３ ０ を 第 ２ 、 第 ３ 配 線 １ ５ 、 １ ６
の 各 接 続 電 極 ２ ２ 、 ２ ４ に 対 応 す る 部 分 を 除 い て 設 け た 構 造 で 、 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 す よ
う に 、 全 体 が ほ ぼ 長 方 形 を な す シ ー ト 状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 上 部 電 極 ２ ９ は 、
レ ー ザ 光 線 に よ っ て ト リ ミ ン グ 可 能 に 形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 上 部 電 極 ２ ９ は 、 レ ー
ザ 光 線 が 照 射 さ れ る と 、 そ の 照 射 さ れ た 部 分 が 除 去 さ れ 、 こ れ に よ り 上 部 電 極 ２ ９ の 面 積
が 変 化 し て コ ン デ ン サ １ ７ の 容 量 を 可 変 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 レ ー ザ 光 線
は 、 Ｙ Ａ Ｇ レ ー ザ な ど に よ っ て 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 こ の コ ン デ ン サ １ ７ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 上 部 電 極 ２ ９ が そ の 長 手 方 向 （ 図 ２ で
は 左 右 方 向 ） に お け る ほ ぼ 中 間 部 分 で 分 断 さ れ 、 こ れ に よ り ２ つ の コ ン デ ン サ 部 １ ７ ａ 、
１ ７ ｂ に 分 割 さ れ た 状 態 で 、 コ イ ル 部 ６ 上 に お け る 中 央 部 分 に 対 応 す る 個 所 の フ ィ ル ム １
３ 上 に 配 置 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 こ の コ ン デ ン サ １ ７ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 下 部 電 極
２ ７ の 上 面 が 露 出 し た 部 分 を 第 １ 配 線 １ ４ の 接 続 電 極 １ ９ に 対 応 さ せ る と 共 に 、 ２ つ に 分
割 さ れ た 上 部 電 極 ２ ９ の 上 面 が そ れ ぞ れ 露 出 し た 部 分 を 第 ２ 、 第 ３ 配 線 １ ５ 、 １ ６ の 各 接
続 電 極 ２ ２ 、 ２ ４ に 対 応 さ せ 、 こ の 状 態 で フ ィ ル ム １ ３ 上 に 配 置 さ れ 、 図 ４ に 示 す よ う に
、 半 田 ３ １ に よ っ て 下 部 電 極 ２ ７ が 第 １ 配 線 １ ４ の 接 続 電 極 １ ９ に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 ２
つ に 分 割 さ れ た 各 上 部 電 極 ２ ９ が 第 ２ 、 第 ３ 配 線 １ ５ 、 １ ６ の 各 接 続 電 極 ２ ２ 、 ２ ４ に そ
れ ぞ れ 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 こ れ に よ り フ ィ ル ム １ ３ 上 に 固 定 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
こ の コ ン デ ン サ １ ７ は 、 時 計 モ ジ ュ ー ル １ 内 の 受 信 回 路 に 組 み 込 ま れ た ス イ ッ チ （ 図 示 せ
ず ） に よ っ て ２ つ に 分 割 さ れ た 各 コ ン デ ン サ 部 １ ７ ａ 、 １ ７ ｂ の 接 続 状 態 を 選 択 的 に 切 り
替 え る こ と に よ り 、 受 信 す る 電 波 を ４ ０ Ｋ Ｈ ｚ 用 と ６ ０ Ｋ Ｈ ｚ 用 と に 切 り 替 わ る よ う に 構
成 さ れ て い る 。 例 え ば 、 こ の コ ン デ ン サ １ ７ は 、 受 信 回 路 の ス イ ッ チ に よ っ て 第 １ 、 第 ２
配 線 １ ４ 、 １ ５ に 接 続 さ れ た 一 方 の コ ン デ ン サ 部 １ ７ ａ が 選 択 さ れ た と き に ４ ０ Ｋ Ｈ ｚ 用
と な り 、 受 信 回 路 の ス イ ッ チ に よ っ て 第 １ ～ 第 ３ 配 線 １ ４ ～ １ ６ に ２ つ の コ ン デ ン サ 部 １
７ ａ 、 １ ７ ｂ が 並 列 に 接 続 さ れ た と き に ６ ０ Ｋ Ｈ ｚ 用 と な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の よ う な 電 子 腕 時 計 の ア ン テ ナ 装 置 ２ に よ れ ば 、 コ イ ル 部 ６ の 巻 線 ９ と 時 計 モ ジ ュ ー ル
１ 内 の 受 信 回 路 と を 電 気 的 に 接 続 す る フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ７ に シ ー ト 状 の コ ン デ ン サ １
７ を 設 け た の で 、 従 来 例 の よ う に 受 信 回 路 に コ ン デ ン サ 用 の 取 付 ス ペ ー ス を 設 け る 必 要 が
な く 、 し か も コ ン デ ン サ １ ７ が シ ー ト 状 で あ る か ら 、 時 計 モ ジ ュ ー ル １ が 大 き く な ら ず 、
腕 時 計 全 体 を コ ン パ ク ト に 構 成 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 コ ン デ ン サ １ ７ は 、 上 部 電
極 ２ ９ が ２ つ に 分 割 さ れ て い る こ と に よ り 、 ２ つ の コ ン デ ン サ 部 １ ７ ａ 、 １ ７ ｂ を 得 る こ
と が で き る と 共 に 、 こ れ ら ２ つ の コ ン デ ン サ 部 １ ７ ａ 、 １ ７ ｂ の 接 続 状 態 を 受 信 回 路 の ス
イ ッ チ で 適 宜 切 り 替 え て 選 択 す る こ と が で き 、 こ の た め コ ン デ ン サ １ ７ を 交 換 し な く て も
、 容 量 の 異 な る コ ン デ ン サ １ ７ 、 例 え ば ４ ０ Ｋ Ｈ ｚ 用 と ６ ０ Ｋ Ｈ ｚ 用 と の コ ン デ ン サ １ ７
を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
特 に 、 こ の コ ン デ ン サ １ ７ は 、 上 部 電 極 ２ ９ が レ ー ザ 光 線 に よ っ て ト リ ミ ン グ 可 能 に 形 成
さ れ て い る の で 、 レ ー ザ 光 線 で 上 部 電 極 ２ ９ を ト リ ミ ン グ し て そ の 上 部 電 極 ２ ９ の 一 部 を
除 去 す る こ と に よ り 、 上 部 電 極 ２ ９ の 面 積 を 変 化 さ せ る こ と が で き 、 こ れ に よ り 各 コ ン デ
ン サ 部 １ ７ ａ 、 １ ７ ｂ の 容 量 を そ れ ぞ れ 可 変 さ せ る こ と が で き る の で 、 個 々 の コ イ ル 部 ６
ご と に 同 調 周 波 数 に バ ラ ツ キ が あ っ て も 、 簡 単 に コ ン デ ン サ １ ７ の 容 量 を 調 節 す る こ と が
で き る 。 ま た 、 こ の コ ン デ ン サ １ ７ は フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ７ に お け る コ イ ル 部 ６ と 対 応
す る 個 所 に 設 け ら れ て い る の で 、 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ７ を 時 計 モ ジ ュ ー ル １ 内 の 受 信 回
路 に 接 続 す る 際 、 コ ン デ ン サ １ ７ が 邪 魔 に な ら ず 、 容 易 に 接 続 す る こ と が で き る と 共 に 、
コ イ ル 部 ６ に よ っ て フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ７ の 屈 曲 変 形 を 抑 制 す る こ と が で き 、 こ れ に よ
り フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ７ の 屈 曲 変 形 に 伴 う コ ン デ ン サ １ ７ の 破 損 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
さ ら に 、 こ の コ ン デ ン サ １ ７ は 、 誘 電 体 ２ ８ を 挟 ん で 互 い に 対 向 す る 上 部 電 極 ２ ７ と 下 部
電 極 ２ ９ と を そ れ ぞ れ 半 田 ３ １ に よ っ て フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ７ の 第 １ ～ 第 ３ 配 線 １ ４ ～
１ ６ の 各 接 続 電 極 １ ９ 、 ２ ２ 、 ２ ４ に 電 気 的 に 接 続 し た 状 態 で 、 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ７
に 固 定 さ れ て い る の で 、 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ７ に 対 し て コ ン デ ン サ １ ７ を 半 田 ３ １ で 電
気 的 に 接 続 す る の と 同 時 に 固 定 す る こ と が で き 、 こ の た め コ ン デ ン サ １ ７ の 取 付 作 業 性 が
良 く 、 し か も コ ン デ ン サ １ ７ を フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ７ に 確 実 に 且 つ 強 固 に 固 定 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
［ 第 ２ 実 施 形 態 ］
次 に 、 図 ５ ～ 図 ７ を 参 照 し て 、 こ の 発 明 を 電 子 腕 時 計 に 適 用 し た 第 ２ 実 施 形 態 に つ い て 説
明 す る 。 な お 、 図 １ ～ 図 ４ に 示 さ れ た 第 １ 実 施 形 態 と 同 一 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て 説 明
す る 。
こ の 電 子 腕 時 計 は 、 コ ン デ ン サ ３ ５ が 第 １ 実 施 形 態 と 異 な る 構 造 で 、 こ れ 以 外 は 第 １ 実 施
形 態 と ほ ぼ 同 じ 構 造 に な っ て い る 。 す な わ ち 、 こ の コ ン デ ン サ ３ ５ は 、 図 ７ に 示 す よ う に
、 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ７ の フ ィ ル ム １ ３ 上 に 薄 膜 金 属 の 下 部 電 極 ３ ６ を 直 接 形 成 し 、 こ
の 下 部 電 極 ３ ６ 上 に 誘 電 体 ２ ８ を 設 け 、 こ の 誘 電 体 ２ ８ 上 に 薄 膜 金 属 の 上 部 電 極 ３ ７ を 第
２ 、 第 ３ 配 線 １ ５ 、 １ ６ の 各 接 続 電 極 ２ ２ 、 ２ ４ に 向 け て 延 設 し 、 こ の 上 部 電 極 ３ ７ 上 に
カ バ ー フ ィ ル ム ３ ０ を 設 け た 構 造 で 、 図 ５ お よ び 図 ６ に 示 す よ う に 、 全 体 が ほ ぼ 長 方 形 を
な す シ ー ト 状 に 形 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の 場 合 に も 、 上 部 電 極 ３ ７ は 、 レ ー ザ 光 線 に よ っ て ト リ ミ ン グ 可 能 に 形 成 さ れ て い る 。
ま た 、 こ の コ ン デ ン サ ３ ５ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 上 部 電 極 ３ ７ が そ の 長 手 方 向 （ 図 ５ で
は 左 右 方 向 ） に お け る ほ ぼ 中 間 部 分 で 分 断 さ れ 、 こ れ に よ り ２ つ の コ ン デ ン サ 部 ３ ５ ａ 、
３ ５ ｂ に 分 割 さ れ た 状 態 で 、 コ イ ル 部 ６ 上 に お け る 中 央 部 分 に 対 応 す る 個 所 の フ ィ ル ム １
３ 上 に 配 置 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 こ の コ ン デ ン サ ３ ５ は 、 図 ５ お よ び 図 ７ に 示 す よ う に
、 下 部 電 極 ３ ６ が 第 １ 配 線 １ ４ の 接 続 電 極 １ ９ と 共 に フ ィ ル ム １ ３ 上 に 一 体 に 形 成 さ れ 、
２ つ に 分 割 さ れ た 上 部 電 極 ３ ７ の 延 出 部 分 が そ れ ぞ れ カ バ ー フ ィ ル ム ３ ０ と 共 に 第 ２ 、 第
３ 配 線 １ ５ 、 １ ６ の 各 接 続 電 極 ２ ２ 、 ２ ４ 上 に 折 り 曲 げ ら れ て 配 置 さ れ 、 こ れ に よ り 下 部
電 極 ３ ６ が 第 １ 配 線 １ ４ に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 ２ つ に 分 割 さ れ た 各 上 部 電 極 ３ ７ が そ れ ぞ
れ 第 ２ 、 第 ３ 配 線 １ ５ 、 １ ６ に そ れ ぞ れ 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
さ ら に 、 こ の コ ン デ ン サ ３ ５ も 、 時 計 モ ジ ュ ー ル １ 内 の 受 信 回 路 に 組 み 込 ま れ た ス イ ッ チ
に よ っ て ２ つ に 分 割 さ れ た 各 コ ン デ ン サ 部 ３ ５ ａ 、 ３ ５ ｂ の 接 続 状 態 を 選 択 的 に 切 り 替 え
る こ と に よ り 、 受 信 す る 電 波 を ４ ０ Ｋ Ｈ ｚ 用 と ６ ０ Ｋ Ｈ ｚ 用 と に 切 り 替 わ る よ う に 構 成 さ
れ て い る 。 例 え ば 、 こ の コ ン デ ン サ ３ ５ は 、 受 信 回 路 の ス イ ッ チ に よ っ て 第 １ 、 第 ２ 配 線
１ ４ 、 １ ５ に 接 続 さ れ た 一 方 の コ ン デ ン サ 部 ３ ５ ａ が 選 択 さ れ た と き に ４ ０ Ｋ Ｈ ｚ 用 と な
り 、 受 信 回 路 の ス イ ッ チ に よ っ て 第 １ ～ 第 ３ 配 線 １ ４ ～ １ ６ に ２ つ の コ ン デ ン サ 部 ３ ５ ａ
、 ３ ５ ｂ が 並 列 に 接 続 さ れ た と き に ６ ０ Ｋ Ｈ ｚ 用 と な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ の よ う な 電 子 腕 時 計 の ア ン テ ナ 装 置 ２ に お い て も 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 、 コ イ ル 部 ６ の
巻 線 ９ と 時 計 モ ジ ュ ー ル １ 内 の 受 信 回 路 と を 電 気 的 に 接 続 す る フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ７ に
シ ー ト 状 の コ ン デ ン サ ３ ５ を 設 け た の で 、 従 来 例 の よ う に 受 信 回 路 に コ ン デ ン サ 用 の 取 付
ス ペ ー ス を 設 け る 必 要 が な く 、 し か も コ ン デ ン サ ３ ５ が シ ー ト 状 で あ る か ら 、 時 計 モ ジ ュ
ー ル １ が 大 き く な ら ず 、 腕 時 計 全 体 を コ ン パ ク ト に 構 成 す る こ と が で き る 。 特 に 、 こ の コ
ン デ ン サ ３ ５ は 、 誘 電 体 ２ ８ を 挟 ん で 互 い に 対 向 す る 下 部 電 極 ３ ６ と 上 部 電 極 ３ ７ と の う
ち 、 下 部 電 極 ３ ６ が フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 ７ に 直 接 形 成 さ れ て い る の で 、 第 １ 実 施 形 態 の
コ ン デ ン サ １ ７ よ り も コ ン デ ン サ ３ ５ を 薄 く 形 成 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 よ り 一 層
、 腕 時 計 全 体 の 小 型 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 こ の コ ン デ ン サ ３ ５ に お い て も 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 、 上 部 電 極 ３ ７ が ２ つ に 分 割
さ れ て い る こ と に よ り 、 ２ つ の コ ン デ ン サ 部 ３ ５ ａ 、 ３ ５ ｂ の 接 続 状 態 を 受 信 回 路 の ス イ
ッ チ で 適 宜 切 り 替 え て 選 択 す る こ と が で き 、 こ の た め コ ン デ ン サ ３ ５ を 交 換 せ ず に 、 容 量
の 異 な る コ ン デ ン サ ３ ５ 、 例 え ば ４ ０ Ｋ Ｈ ｚ 用 と ６ ０ Ｋ Ｈ ｚ 用 と の コ ン デ ン サ ３ ５ を 得 る
こ と が で き る 。 し か も 、 こ の コ ン デ ン サ ３ ５ も 、 上 部 電 極 ３ ７ が レ ー ザ 光 線 に よ っ て ト リ
ミ ン グ 可 能 に 形 成 さ れ て い る の で 、 レ ー ザ 光 線 で 上 部 電 極 ３ ７ を ト リ ミ ン グ し て 上 部 電 極
３ ７ の 一 部 を 除 去 す る こ と に よ り 、 上 部 電 極 ３ ７ の 面 積 を 変 化 さ せ る こ と が で き 、 こ れ に
よ り 各 コ ン デ ン サ 部 ３ ５ ａ 、 ３ ５ ｂ の 容 量 を 可 変 さ せ る こ と が で き る の で 、 個 々 の コ イ ル
部 ６ ご と に 同 調 周 波 数 に バ ラ ツ キ が あ っ て も 、 容 易 に コ ン デ ン サ ３ ５ の 容 量 を 調 節 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
な お 、 上 記 第 １ 、 第 ２ 実 施 形 態 で は 、 コ ン デ ン サ １ ７ 、 ３ ５ の 上 部 電 極 ２ ９ 、 ３ ７ を ２ つ
に 分 割 し て そ れ ぞ れ ２ つ の コ ン デ ン サ 部 １ ７ ａ 、 １ ７ ｂ 、 ま た は ３ ５ ａ 、 ３ ５ ｂ に 形 成 し
た が 、 必 ず し も ２ つ に 分 割 す る 必 要 は な く 、 １ つ の コ ン デ ン サ で あ っ て も 良 く 、 ま た ３ つ
以 上 に 分 割 し た も の で あ っ て も 良 い 。
ま た 、 上 記 第 １ 、 第 ２ 実 施 形 態 で は 、 電 子 腕 時 計 に 適 用 し た 場 合 に つ い て 述 べ た が 、 こ れ
に 限 ら ず 、 ト ラ ベ ル ウ ォ ッ チ や 置 き 時 計 、 掛 け 時 計 な ど の 電 子 時 計 、 あ る い は 携 帯 電 話 機
や 携 帯 端 末 機 な ど の 電 子 機 器 に も 広 く 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
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以 上 説 明 し た よ う に 、 こ の 発 明 に よ れ ば 、 コ ア お よ び 巻 線 か ら な る コ イ ル 部 と 、 こ の コ イ
ル 部 の 巻 線 と 受 信 回 路 と を 電 気 的 に 接 続 す る フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 と を 備 え た ア ン テ ナ 装
置 に お い て 、 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 に レ ー ザ 光 線 に よ っ て ト リ ミ ン グ 可 能 な 電 極 を 有 す る
シ ー ト 状 の コ ン デ ン サ を 設 け た の で 、 受 信 回 路 に コ ン デ ン サ 用 の 取 付 ス ペ ー ス を 設 け る 必
要 が な く 、 し か も コ ン デ ン サ が シ ー ト 状 で あ る か ら 、 機 器 全 体 の コ ン パ ク ト 化 を 図 る こ と
が で き る と 共 に 、 レ ー ザ 光 線 に よ っ て コ ン デ ン サ の 電 極 を ト リ ミ ン グ す る こ と に よ り 、 コ
ン デ ン サ の 容 量 を 可 変 さ せ る こ と が で き る の で 、 個 々 の コ イ ル 部 ご と に 同 調 周 波 数 に バ ラ
ツ キ が あ っ て も 、 容 易 に コ ン デ ン サ の 容 量 を 調 節 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ の 場 合 、 コ ン デ ン サ は 、 半 田 に よ っ て 、 誘 電 体 を 挟 ん で 互 い に 対 向 す る 一 対 の 電 極 が そ
れ ぞ れ フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 の 各 配 線 に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 状 態 で 、 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基
板 に 固 定 さ れ て い る こ と に よ り 、 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 に 対 し て コ ン デ ン サ を 半 田 に よ っ
て 電 気 的 に 接 続 す る の と 同 時 に 固 定 す る こ と が で き 、 こ の た め コ ン デ ン サ の 取 付 作 業 性 が
良 く 、 し か も コ ン デ ン サ を フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 に 確 実 に 且 つ 強 固 に 固 定 す る こ と が で き
る 。
ま た 、 コ ン デ ン サ が 、 誘 電 体 を 挟 ん で 互 い に 対 向 す る 一 対 の 電 極 の う ち 、 一 方 の 電 極 を フ
レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 に 形 成 し た 構 造 で あ る こ と に よ り 、 コ ン デ ン サ 全 体 を 薄 く 形 成 す る こ
と が で き 、 こ れ に よ り 、 よ り 一 層 、 機 器 全 体 の 小 型 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
さ ら に 、 コ ン デ ン サ が フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 に お け る コ イ ル 部 と 対 応 す る 個 所 に 設 け ら れ
て い る こ と に よ り 、 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 を 受 信 回 路 に 接 続 す る 際 、 コ ン デ ン サ が 邪 魔 に
な ら ず 、 容 易 に 接 続 す る こ と が で き る と 共 に 、 コ イ ル 部 に よ っ て フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 の
屈 曲 変 形 が 抑 制 さ れ 、 こ れ に よ り フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 の 屈 曲 変 形 に 伴 う コ ン デ ン サ の 破
損 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
ま た 、 コ ン デ ン サ が 、 レ ー ザ 光 線 に よ っ て ト リ ミ ン グ 可 能 な 電 極 を 複 数 に 分 割 し て そ れ ぞ
れ フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 の 各 配 線 に 接 続 し た 構 造 で あ る こ と に よ り 、 １ つ の コ ン デ ン サ を
複 数 の コ ン デ ン サ 部 に 分 割 す る こ と が で き 、 こ れ ら 複 数 に 分 割 さ れ た 各 コ ン デ ン サ 部 の 接
続 状 態 を 受 信 回 路 の ス イ ッ チ で 適 宜 切 り 替 え る こ と に よ り 、 分 割 さ れ た 各 コ ン デ ン サ 部 を
適 宜 組 み 合 わ せ る こ と が で き 、 こ れ に よ り コ ン デ ン サ を 交 換 せ ず に 容 量 の 異 な る コ ン デ ン
サ を 得 る こ と が で き る と 共 に 、 レ ー ザ 光 線 に よ っ て 複 数 に 分 割 さ れ た 各 電 極 を ト リ ミ ン グ
す る こ と に よ り 、 複 数 に 分 割 さ れ た 各 コ ン デ ン サ 部 の 容 量 を 容 易 に 調 節 す る こ と が で き る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 を 電 子 腕 時 計 に 適 用 し た 第 １ 実 施 形 態 に お い て 時 計 モ ジ ュ ー ル と ア ン テ
ナ 装 置 を 示 し た 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の ア ン テ ナ 装 置 の コ イ ル 部 と フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 と を 示 し た 拡 大 図 。
【 図 ３ 】 図 ２ の Ａ － Ａ 矢 視 に お け る 断 面 図 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 要 部 を 更 に 拡 大 し た 断 面 図 。
【 図 ５ 】 こ の 発 明 を 電 子 腕 時 計 に 適 用 し た 第 ２ 実 施 形 態 に お い て ア ン テ ナ 装 置 の コ イ ル 部
と フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板 と を 示 し た 拡 大 図 。
【 図 ６ 】 図 ５ の Ｂ － Ｂ 矢 視 に お け る 断 面 図 。
【 図 ７ 】 図 ６ の 要 部 を 更 に 拡 大 し た 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 時 計 モ ジ ュ ー ル
２ 　 ア ン テ ナ 装 置
６ 　 コ イ ル 部
７ 　 フ レ キ シ ブ ル 配 線 基 板
８ 　 コ ア
９ 　 巻 線
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１ ３ 　 フ ィ ル ム
１ ４ ～ １ ６ 　 第 １ ～ 第 ３ 配 線
１ ７ 、 ３ ５ 　 コ ン デ ン サ
２ ７ 、 ３ ６ 　 下 部 電 極
２ ８ 　 誘 電 体
２ ９ 、 ３ ７ 　 上 部 電 極
３ １ 　 半 田

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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